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UrocortinⅠ（UcnⅠ）は，ストレス関連ホルモ

ンとされるcorticotropin-releasing factor（CRF）と

45％の相同性をもつ神経ペプチドであり，CRFレ

セプターと結合し，CRFアゴニストとしての作用

を有する。UcnⅠの脳室内および腹腔内投与は胃

排出を遅延させることが報告されているが1）2），こ

れは主に一定時間後に胃内に残存した食餌量を測

定することにより検討されており，経時的な評価

は十分なされていない。今回われわれは，UcnⅠ

のラット胃排出に及ぼす影響を，呼気テストによ

り経時的に検討した。

実験動物は，Sprague-Dawley雄性ラットを使

用した。Uchidaらの方法3）により13C酢酸を混入し

たラコールを胃内投与し，ラットをデシケータ内

に置いて，呼気中の13CO2を70分までは５分ごと

に，以後90分，120分の計16点で経時的に測定し

た。これまでの検討より，呼気の吸引速度は

150mL/分，ラコールの量は2.5mL/kg，13C酢酸の

量は16mg/kgとした。

UcnⅠ（１，３，10μg/kg）およびCRF2受容体

拮抗薬であるastressin2B（100μg/kg）をそれぞれ

静脈内，腹腔内投与し，これらの胃排出に及ぼす

影響を検討した。

UcnⅠは用量依存性に胃排出を遅延させた。UcnⅠ

（３μg/kg）により，Cmaxはコントロール281.8±

3.7（‰）に対し201.7±27.4（‰）（p＝0.04），AUCは

コントロール17745±724に対し9878±3428（p＝

0.02）といずれも有意に減少した（n＝４～５）（図１）。

Astressin2B（100μg/kg）の存在下において，

UcnⅠ（３μg/kg）の胃排出遅延効果は消失した

（n＝４～５）（図２）。

経時的な呼気テストにより，UcnⅠはラット胃

排出を遅延することが確認された。また，

Astressin2Bによりこの効果が阻害されることか

ら，CRF2レセプターを介する作用であることが

示唆された。
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UcnⅠは著明に胃排出を遅延（抑制）させたが，

UcnⅠによる十二指腸の収縮も報告されており，

吸収に影響が及んだ可能性も否定できない。今回

の検討時間は120分内としたが，さらに延長して

検討することにより，これらの影響の有無が推測

されると思われる。

また，UcnⅠによる胃平滑筋の弛緩作用の有無，

運動異常をきたす可能性など，UcnⅠの胃排出遅延

に対するさらなる機序の検討が必要と思われる。
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図１．UcnⅠのラット胃排出に及ぼす影響
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図２．UcnⅠ投与（胃排出抑制）ラットにおけるastressin2Bの効果
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